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北海道 におけ る日本体育協会(J・A・S・A・)

公認 スポーツ指導員 の活動状況の実態
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1は じ め に

社会変化 と関連 し,わ が国の体育 ・スポーツの現状は,社 会体育の振興,

普及,整 備が緊急な話題となっている。い うまでもな く,社 会体育の振興,

普及にとって指導者は重要な側面を担い,そ の占めるウエ イト,影 響力は近

年ます ます大きくなってきている。

この社会変化に対応 して数年来,日 本体育協会をは じめ各スポーッ競技団

体など公共機関,民 間団体では,社 会体育指導者づ くりに取 りくみ指導体制

がすすめ られてきたのであるが,社 会体育指導者 の 機能は 全体 としてみれ

ば,施 設や組織(グ ループ)の 状況か らして,そ れは単にスポーツ技術指導

に とどまらず,ス ポーッ活動が実践 されるための諸条件の整備も含まれ,極

めて多様化 し,複 雑化 してきている。ここに社会体育指導者の社会的,機 能

的位置づけ,役 割 りの確立などが呼ばれる理由があるように思われる。
(1)

今 回 の 日本 体 育 協 会 の 調 査 報 告 書 に よ り,本 道 に お け る ス ポ ー ツ指 導 者

(1)日 本体育協会:ス ポー ッ指導者 の実態調査 報告(ス ポー ッ トレーナー1級 ・2

級,ス ポー ツ指導員)昭 和51年3月.
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(1級 ・2級 スポーッ トレt-一ナー,ス ポーッ指導員)の 実態の概要を把握でき

たのであるが しかし,特 に問題化 してきたところの,ス ポーツ指導員資格 と

他資格 との関連における指導活動に関 しては,今 回の報告書か らは十分にそ

の実態を把握す ることは困難の様に思われる。今後,ス ポーツ指導員が機能

的に十分に活動 してゆくためには,こ のあた りの実態を調査 してみる必要性

であると思われ るのであ る。

上述の理由か ら北海道体育協会普及委員会では,ス ポーッ指導員の現状と

問題点に関 して再調査することになった。

調査の対象は,本 道における日本体育協会認定のスポーツ指導員であ り,

調査内容については,若 干の 設問のほかは 日本体育協会の 調査事項によっ

た。 また,特 に指導活動を3つ のタイプに区分 し,日 本体育協会の資料を掲

載 し対比 させて集計 した。

皿 調 査 のね らい ・内容 ・対 象 ・方 法 ・時 期

1,調 査のね らい

日本体育協会認定の北海道スポーツ指導員の現状と問題点を明らかに し,

道民スポーツの振興,普 及の指導体制確立のための資料を うることが 目的で

ある。

2。 調査の内容

調査内容 として第1に スポーツ指導員資格か らみた指導活動のタイプを明

らかに し,第2に 指導員の個人的属性 としての性,年 令,職 業等について,

第3に 過去の スポーツ歴 として スポーツ団体の役職,競 技大会への 参加状

況,競 技活動年数,ス ポーツ経験 と指導種 目の関係,専 門種 目についてとら

え,第4に 指導歴で指導 してきた指導対象,指 導経験年数,持 っている他の

資格 ・役職などについて 調べた。 つぎに 第5と して 現在の指導活動につい

て,指 導の主な対象,主 な指導活動,指 導 日数,指 導の形態,1回 の指導時

間,指 導活動の場所などについて調査 し,さ らに 第6と して,指 導謝金の

問題 として,指 導謝金の有無とその金額,謝 金の内容,謝 金の出所,謝 金の
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制度化の現状などについてみた。また,こ れと関連 して第7と して,指 導活

動に対する自己出費についてもとらえた。第8と して,資 格の活用,第9に

資格取得の効果,第10に 指導活動についての要望,意 見などに関 して調べ,

第11に 資格取得の経緯に関 して調査 した。

3.調 査の対象

日本体育協会が 認定 した 本道における スポーツ指導員をすべて 対象 とし

た。

4.調 査の方法

スポーツ指導員認定者に対 して郵送法を用いた。

5.調 査の時期

昭和51年5月17日 か ら昭和51年6月5日 までの約2週 間である。

皿 調 査結 果 の概 要

1.指 導活動 タイプ ・性別 ・年令別 ・職業構成

(1)指 導活動タイプ

スポ幽ツ指導員としての資格の立場で指導 しているものは少なく,特 に男

子は女子に比べて16.0%と 低率である。 スポーツ指導員が 十分機能 してい

ないことが指摘 され る。

(2)性 別 構 成

本道における女子指導員の少な さが指摘 され る。また,男 子においても決

して多い とはいえない。

(3)年 令 構 成

全体 的 に 男子 で は30才 代 が 多 く,つ い で40才 代,20才 代 とな って い

る。 タイ プ別 で は,男 子 はAタ イ プに20才 代 が多 く,B,Cタ イ プで は30

～40才 が多 くな っ てい る。 女 子 で は 全 体的にみて も,タ イ プ別 にみ て もそ

れ ぞれ20才 代 が50%を 占 め て い る。

(4)職 業 構 成

男 子 は全 体 的 に は,公 務 員,小 学校 ・中 学校 教 員,会 社 員が 多 い。 タイ プ
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別では,Aタ イプは公務員,会 社員が多く,B,Cタ イプでは公務員,小 学

校 ・中学校教員が 多 くなっている。 女子では 全体的にみて 主婦が多かった

が,タ イプ別では特にAタ イプは職業が多様である。

2.ス ポ ー ツ歴

(1)ス ポ ー ツ団 体 の役 員

男子 で は 市 町村 競技 団体 の役員が多 く,つ いで 市町 村 体 育 協 会,体 育 指導

委 員関 係 とな って い る。 タイプ別 にみ てみ ると,Aタ イ プで は,市 町 村 体 育

協 会 役 員が 多 く,B,Cタ イ プ では 市 町村 競 技 団体 役 員 の ものが 多い。 ま

た,Aタ イ プに 役 職 を もた な い ものが24.4%い る。 女 子 で は,全 体 的 に み

て役 職 を もた な い もの が47%を 占め て お り,タ イ プ別 で はAタ イ プで 役職

を もた な い ものが71.4%を 占め てい る。

(2)参 加 競技 大 会

競 技 大 会 へ の 参 加 は男 子では,道 ・市 町村 大 会 の参 加 が 多 く60%を 占 め

て い る。女 子 は全 国大 会 の参 加 の割合が 日本体 育協会(以 下 日本 協 とい う)

調 査 結果 と比 べ て高 い 傾 向がみ られ る。

(3)競 技 活 動 年 数

男 子 で は全 体 的 に み て競技活動年数は,か な り多 様 で あ る。 タイ プ別 でみ

る と,A,B,Cの 順 を お って競 技 活 動 年数 が 多 くなってい る。女子では全

体的に10～15年 が 最 も多 く,タ イ プ別 で は 男子 と反対 に,Cタ イ プの方 が

競 技 活 動年 数 が 低 い。

(4)ス ポ ー ツ経 験 と指導 種 目の関 係

男 女 と も70%以 上が 自分 の経 験 した 種 目が 指導 の対象 となってい る。 タ

イプ別では,男 女 と もCタ イ プに 自分 の経験 以外 の種 目を指導 してい るもの

が30～50%い る。

(5)専 門 種 目

専 門種 目は男 子 で24種 目,女 子 で は8種 目 と非常 に広 汎 に わ た って い る。

男子ではバ レーボール,バ ドミン トン,ス キ ー,陸 上競 技,卓 球,野 球,テ
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ニス,水 泳,女 子 で は バ レ ーボ ール,体 操,テ ニ ス,水 泳 とい うよ うに代 表

的 な大衆 スポ ー7種 目の ものが 比 較 的 多 い。

3.指 導 歴

(1)ス ポ ー ツ指 導歴 の主 な対 象

男 子 で は全体的にみ ると,地 域 ス ポ ー ツ ク ラブが最 も多 く,つ い で学 校 の

運 動 部 とな って お り,地 域 ス ポ ー ツク ラブ との結 びつ きが強 い。 タイプ別 で

は特 にA,Bタ イ プが そ の傾 向が 強 い。 女 子 は 男子 と同 じ傾 向であ る。

② 指導経験 年数

男子 は全体的に5～10年 が 多 い。 タイ プ別 で は,Aタ イ プが10年 以下 が

71%と 指 導 経験 年 数 が低 い。 女 子 も全 体的に,ま た タイ プ別 にみ て も5～10

年 が比 較 的 多 く男 子 と同 じ傾 向 で あ る。

4.も っている他の資格や役職

(1)男 子は競技公認審判員が最も多く,ス ポーツテス ト判定員,体 育指導委

員,競 技公認指導員の順 となっているがスポーッ トレーナーとの結びつきが

少ない。タイプ別では,Aタ イプでは競技公認審判員,ス ポーツテス ト判定

員との兼務が多 く,体 育指導委員,ス ポーツ少年団指導員との関係が比較的

強い。女子では,全 体的にみて競技公認審判員,競 技公認指導員 との兼務の

ものが多い。 また,体 育科教員免許をもつ ものが35。3%と,そ の関係はか

な り強い。タイプ別では,A,Bタ イプで競技公認審判員,体 育科教員免許

との兼務が多く,Cタ イプでは競技公認審判員,競 技公認指導員 との兼務の

ものが多い。 また,女 子では,2級 スポーッ トレーナーとの関係は比較的強

い 。

5.現 在 の指 導 活 動

(1)指 導 の主 な対 象

男女 と も全 体 的 に,ま た タイ プ別 に み て も婦 人 の スポ ーツクラブ,一 般 成
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人のスポーックラブ,勤 労青少年のスポーツクラブなど地域のスポーツクラ

ブと結びつ く傾向がみ られる。特に婦人のスポーツクラブを指導の対象と し

ているものが最も多い。

(2)主 な指導活動

全体的に男子は 初心者技術指導が79.4%,地 域組織の普及育成が63.3%

と多い。 タイプ別ではAタ イプは初心者技術指導と経験者の技術指導が多い

のに対 して,B,Cタ イプでは,初 心者技術指導 と地域組織の普及育成が主

な指導活動 となっている。女子では全体的にも,タ イプ別にみてもA,B,

Cと も初心者技術指導が中心であ り,つ いで経験者の指導 となっている。男

女とも競技選手の技術指導は低率である。

③ 指 導 日 数

男女とも週1～2日 が最 も多い。 タイプ別にみても男女 とも同じ傾向を示

している。

(4)指 導の形態

男子では全体的にみて69%,タ イプ別にみて も約63～77%が 定期的に指

導 している。 女子では全体的に65%が 定期的に指導 してお り,タ イプ別で

特にCタ イプは66.7%が 不定期に指導に従事 している。

(5)指 導 時 間

男子では全体的,タ イプ別にみても1～2時 間,2～3時 間 とそれぞれ約

50%を 占めている。女子は男子に比べて1～2時 間が最も多い傾向を示 して

いる。

⑥ 活動の場所

男子は全体的,タ イプ別にみても公共施設,学 校施設を使用す る場合が

多 く,そ の使用 も70%が 定期的使用である。 女子は公共施設使用が多く,

77。3%が 定期的使用となっている。

6.指 導の謝金

(1)指 導謝金の有無 とその金額
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男女 とも日本協調査結果 と比較す ると,謝 金 を も らっ てい る もの の割 合が

や や 高い。特 に女子はその傾 向が強 い。 もらっている ものの金額は男女 とも

1,000円 以下 が 大 部分 を 占め てい る。

(2)謝 金 の 内容

男 女 と も全 体 的,タ イ プ別 に み て も純 粋 な謝 金 と して もらっている ものが

最 も多 く約54～76%と な って い る。

(3)謝 金 の 出所

全体 的,タ イ プ別 にみ て も,男 子 で は行 政 当局 か らの ものが 最 も多 く,女

子 で は行 政 当局 か らの謝 金 も多 いが,ま た,ク ラブ会 員 な どか ら出 る謝 金 も

多 い傾 向がみ られ る。

(4)謝 金 の制 度 化

男女 と も 全 体 的,タ イ プ別 にみ て も 約50～60%が 制度 的 に決 め られ て い

る。

(5)指 導 活 動 につ い て の考 慮

謝金 を も らっていない ものの場 合の指導 活動上の考慮につい ては,日 体 協

調 査結 果 と比ぺ る と,男 子52.4%,女 子50%が 考慮 され て お らず 低 率 を示

して い る。

7.自 己支出の有無 とその内容

(1)全 体的に 自己支出は,男 子58%,女 子64,7%で あ り,特 に女子では日

体協調査結果 とは反対に支出するものが多い傾向を示す。

出費の内容は 男子は 「もっぱ ら支出するだけ」が50%を 占めている。 女

子は 「謝金の一一部を支出す る」「謝金より支出が多い」がそれぞれ36%と な

っている。

8.資 格 の 活用

(1)全 体 的 に は 「あ ま り 生 か して い な い」 とす るものが 男子 の44.5%,女

子 の412%と 最 も多 い 。 タ イ プ別 で は 男 子 のA,Bタ イ プに 「大 いに 生 か
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してい る」が 約50%そ れ ぞれ い るの に 対 して,Cタ イ プで は 「あ ま り生 か

して い な い」「無効 に等 しい」 とす るものが多い傾 向がみ られ る。女子のA,

B,C各 タイ プに もそ の傾 向が み られ る。 また,「 あ ま り生 か して いな い 」

「無 効 に 等 しい」 の理 由 として,r資 格 が 必ず しも十 分 理 解 され て い ない」 と

す るものが最 も多 く,「 ス ポ ー ッ指 導 員 と して の 仕 事 がは っき りしない」が

っつ いてい る。

9.資 格 取 得 の効 果

(1)資 格 取 得 の効 果 につ い て 全 体 的 に は,男 子 が64.4%,女 子 が52.9%と

そ の効 果 を 認 め て い る。 そ の理 由と して,「 資 格 の 向上 」 を挙 げ る ものが 最

も多 い。 タイプ別 では男子 のA,Bタ イ プ,女 子 のAタ イプに 資格 取得 の効

果 を認 め る ものが多 い傾 向がみ られ る。

10,指 導 活 動 につ い て の要 望

(1)要 望 は非 常 に 多様 で あ るが,要 望 の 多 い事 項 を 挙 げ る と男子 では 「講習

会 の開催」56.9%,「 情 報 の交 換 」59.1%,「 指導 員 の位置 づ け 」47.7%,「 連

絡機 関 の設 立」45.2%e,「 行 政 当局 の援 助 」42.7%が 主 な もので あ り,女 子

も男 子 とほ ぼ 同 じ傾 向 で あ るが,た だ 男 子 で は低 率 であ った 「災 害補償 制度

の確立」が52.9%と 多 か った 。

11.資 格 取得 の経 緯

(1)全 体 的 に男 女 と も市 町 村 教 育 委 員会関係を とお しての ものが多い。女子

で 「個人」 とい うものが23.5%い る。 職域 関 係 か らの もの は極 め て少ない。

IV調 査結果 の考 察

1.調 査 票 の 配布 と回 収

調 査 票 の配 布 と回収状況はTable.1の 示 す 通 りで あ り,全 体 で67,4%の

回収 率 で あ った。 内訳 は 男 子66.1%,女 子53.1%で 女 子 の回収 率 は低 い 。
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Table・1回 収 率

区 分 調査対象者数 回 収 回 収 率

・男

副 410 281 66.1%

女 副 32 17

計 442 298

53.1%

67.4%

2.指 導 員 資 格 と指 導 活 動 の関 係

Table.2で 示 す よ うに,A,B,Cの3つ の タ イ プに 区分 した が,ス ポ ー

ツ指導 員 と して の資 格 で指 導 しているAタ イプが 男子 で は16%と 極 め て少

な い。 しか もそ の 中 の半数 の ものがTable・10の 「資格 の活 用 」 で もわか る

よ うに スポーッ指導 員 として活動は消極 的であ り,実 際 に そ の資 格 で指 導 し

て い るも のは非常 に少ない ことが うかがわれ る。 また 「他の資格 と兼ねた立

場」 のBタ イ プ と 「ほか の 資格 ・役 職 で 指導す る場合が多い」 とす るCタ イ

プ とあ わ せ る と84%と な る。 男 子 に比 べ て女 子 で はAタ イ プは41.2%と 高 .

いが,60%がBタ イ プで 占め られ てい る。 以 上 の ようにスポ ーツ指導 員資格

Table・2資 格 と指 導活動 との関係

区 分 レ イ プlN%

男

子

女

子

スポー ッ指導 員 と しての資格 の立場 で指導

している場合 が多い。

スポー ッ指 導員 と,ほ か の資格 ・役職 とを

かね た立場 で指導 してい る場合が 多い。

スポーッ指導 員 と してでな く,む しろほか

の資格 ・役職 で指導 してい る場 合が多い。

スポーッ指導員としての資格の立場で指導

している場合が多い。

スポー ッ指導 員 と,ほ かの資格 ・役職 とを

かねた立場で 指導 してい る場合が 多い。

スポ ー ツ指導 員 と してでな く,む しろほか

の資格 ・役職 で指導 してい る場合が 多い。

Aタ イプ

Bタ イ プ

Cタ イプ

6

45

16.0

109

38.8

127

45.2

Aタ イプ
7
4
214

召 タイプ
4

一)32

Cタ イ プ
!0

ユ
ノ
53

合 計

281人

17人

(注)N=実 数
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を取得 していなが ら十分に活用 されていないことが指摘 され よう。

3.個 人的属性

(1)性 別 構 成

日体協が 認定 した スポーツ指導員は 昭和51年3月 現在で 全国で 男子が
(2)

10,787名,女 子 が1,338名 の計12,125名 とな って い るが,女 子 ス ポ ー ツ指

導 員 の 占め る割 合 は約11%に す ぎな い。 本道 の場 合 をみ る と0,3%と な り,

女 子 ス ポ ーツ指 導 員 の 少 な さが 指摘 され る。 また,男 子 に して も3・4%で

あ り決 して 多 い とは い え な い。 特に女子 スポ ーツ指導員の 育成が 必要 であ

る。

② 年 令 構 成'

Table・3-(1)の 示 す よ うに,全 体 的 に は 男子 は 日体 協調 査 結 果 と同 じ傾 向

であ り,30才 代 が最 も多 く,つ い で40才 代,20才 代 とな っ てい る。 タ イ プ

別 でみ る と,Aタ イ プは46.7%と20才 代 が 中心 で あ り,つ い でB,Cタ イ

プで は30～40才 代 が 多 くな って い る。 女 子 は 全 体的にみ ても,ま た,タ イ

Table・3-(1)ス ポーツ指 導 員の年 令構成

区 分N1賀 才雫13・ 才代4・ 才代15・ 才代1貿 才劉 不 明

男

子

日体協調査計

本 調 査 計

Aタ イ プ

Bタ イ プ

Cタ イ・プ

2042

281

45

109

127

26.0

26.0

46.7

20.2

23.6

35.6

35.6

20.0

38.5

38.6

26.4

33.8

26.7

37.6

33」

8.2

3.6

6.7

2.8

3.1

3.4

1.1

一

〇.9

1.6

0.7

二

=

女

子

日体協調査計

本 調 査 計

Aタ イ プ

Bタ イ プ

Cタ イ プ

569

17

7

4

6

.31.6

52.9

57.1

50.0

50.0

29.3

17.6

一

25.0

33.3

33.2

29.4

42.9

25.0

16.7

4.9

=

=

0.2

=

=

0.7

=

=

(注)N=実 数,各 項 目の数字は実数 に対す る%を 表わ してい る。以下各表 同 じ。

(2)日 本体育協会:前 掲書,日 本体育 協会公認 スポー ツ指導員認定一 覧p.112,昭

和51.
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ブ別にみても20才 代がそれぞれ50%以 上であ り若い年令層が中心 となって

い る 。

(3)職 業 構 成

Table・3-(2)で 示 す よ うに男 子 で は全 体 的 に は公務員,小 学 校 ・中学 校 教

員,会 社 員 が 多 い傾 向 がみ られ る。 タイイプ別 ではAタ イ プは,公 務 員,会

社 員 が 多 く 全 体 の53.4%で あ り,B,Cタ イ プでは 公務 員,小 学 校 ・中学

校 教 員 が 多 い傾 向を示 してい る。女子では全体的にみて も,タ イ プ別 に み て

も主 婦 が 最 も多 く,つ づ い て公 務 員 とな って い る。商工 自営,工 員,商 店 員

な ど各職 域 か らの指 導 員 の 開発が望 まれ る。

(3)

Table・3・ 一一(2)ス ポ ー ツ指 導 員 の 職 業 構 成

区

分

N

小

学

校

教

員

中

学

校

教

員

高
等
学
校教

員

大
学
高
専教

員

公

務

員

会

社

員

工

界
商
店員

商

工

自

営

農

替
漁

業

医

師

自

由

業

団

体

役

員

主

婦

学

生

無

職

そ

の

他

不

明

男

子

①

②

③

④

⑤

2042

281

45

109

,127

4.5

14.2

6.7

16.5

15.0

7.5

13.9

13.3

12.8

15.0

5.70.4

7.80.7

2.2-

7.3-

10・21・ 『37・8

34.6

40.2

35.6

45.0

21,3!2.7

11.O

l7.8

11.0

8.7

0.4

2.2

=

12.3

6.4

11.1

3.7

7.1

4.3

2.1

6.7

0.9

1.6

0.2

=

=

0.80.6

0.7-

2.2-

0.9-

一 一

=

二
一

1.3

0.4

=
0.8

1.7

0.4

=
0.8

1.5

1.8

2.2

1.8

1.6

0.4

=

二
1

女

子

①

②

③

④

⑤

569

17

7

4

6

2.8

5.9

14.3

=

3.5

=

=

2.3

=

=

0.2

=

=

9.3

17.6

14.3

25.0

16.7

13.2

5.9

14.3

=

0.9

=

=

1.6

=

=

=

=
一

=

=
一

0.4

=

=

0.2

=

=

55.2

52.9

28.6

50.0

83.3

3.5

=

=

1.9

11.8

28.6

=

4.7

5.9

=
{

0.4

=
25.0

一

(注)区 分 中 ①==日 体協調査計 ②=本 調査計 ③=Aタ イプ ④=Bタ イ プ

⑤=cタ イ プ

(3)表 中の日体協調査計は,日 体協が認定 したスポー ッ指導員のうち,全 国都道府

県の約%に あたる12都 道府県を無作為に抽出し,こ れ ら都道府県に含 まれる男

子のスポーッ指導員のすべてを対象としたものであり,女 子については,各 都道

府県別では対象者が少ないので,日 体協が認定 したスポーッ指導員のすぺてを対

象にしたものである。
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4.ス ポ ー ツ歴

(1)ス ポ ー ツ団体 の役 員

Table.4-一(1)で わ か る よ うに 男子 で は全 体 的 に み ると日体協調査結果 と同

じ傾向を示 してお り,市 町村 競 技 団体 役 員 が56.9%と 最 も多 く,つ づ い て

市 町 村体 育協 会,体 育 指 導 委 員 とな って い る。 タ イプ別では,Aタ イ プで は

市 町村 体 育 協 会 役 員 が44.4%と 最 も多 く,B,Cタ イ プで は 市 町 村 競 技 団

体 役 員 がそ れぞれ67.5%,57,5%と 多 い傾 向が み られ る。 また,Aタ イ プ

で は役 職 を もた ない もの が24.4%い る。 女 子 で は 全 体 的 に み る と,役 職 の

ない ものが47.1%を 占 め て お り,日 体 協 調 査 結 果 と同 じ傾 向 を示 してい る。

タイ プ別 ではAタ イ プに役職 を もた な い ものが47.1%い る。

Table・4-(1)ス ポーツ団体の役員(重 複回答)

区 分

男

子

女

子

計

計

プ

プ

プ

融

査

イ

ィ

ィ

讐

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

日体協調査計

本 調 査 計

Aタ イ プ

Bタ イ プ

Cタ イ プ

N

2042

281

45

109

127

569

17

7

4

6

都
道
府
県
体
育
協
会

日

本

体

育

協

会

0.3

0.2

4

1

2

8

,4

!0

2

2

1

2

1.2

市
町
村
体
育
協
会

42.6

45.9

44.4

51.4

41.7

地
区
体

育
振

興
会

15.3

12.8

13.3

16.5

9.4

16.99.0

5.95.9

-14 .3

25.025.0

中

央

競

技

団

体

1.7

4.6

11.9

都
道
府
県
競
技
団
体

19.6

10.0

6.7

12.8

8.7

0.95.8

5.911.8

25.0-

-33 .3

市
町
村
競
技

団
体

36.6

56.9

28.9

67.9

57.5

9.3

35.3

28.6

100.0

小

・
中

・
高

体

連

9.4

12.5

8.9

13.8

12.6

3.3

シ

ョ
ン
関

係

そ

の
他

レ
ク

リ

ェ
ー

体
育
指
導
委
員
関
係

24.7

34.9

24.4

40.4

33.9

11.6

5.9

25.0

9.5

6.8

2.2

11.0

4.7

11.2

5.9

16.7

な 不

し 明

18.4

13.9

24.4

.6.4

16.5

47.1

47.1

71.4

33.3

1.6

3.6

6.7

3.7

2.4

5.4

② 参加競技大会

Table.4-(2)で 示す ように競技大会への参加は,全 体的,タ イプ別にみて

も男子で都道府県大会,郡 市町村大会参加で 約60%を 占めている。 女子は

全国大会への参加の割合が 日体協調査結果に比較 して高い傾向がみられ る。
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Table・4,一(2)参 加 競 技 大 会

不

明

な

し

そ

の

他

郡

・
市
町
村
大
会

都
道

府
県
大

会

ブ

ロ

ッ

ク

大

会

全

国

大

会

国

際

大

会

N分区

U

U

η

銘

3.3

5.7

8.7

0.9

8.7

 

M

幻
η

稲
短

16.7

24.6

28.3

28.4

19.7

31.2

35.6

32,6

33.9

37.8

12.8

4。6

4.3

5.5

3.9

32.3

24。6

21.7

24.8

25.2

1.0

1.8

1.8

2.4

2042

281

45

109

127

 

計

計

プ

プ

プ

糖

査

イ

ィ

ィ

㈱

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

男

子

1.48.6

5.9

16.7

1.6

5.9

16.7

16.7

5.9

14.3

223

17,6

75.0

10.0

 

一)

7
'

7
'

ハU

7

38

64

85

25

66

9069

17

7

4

6

5訓

計

プ
引

プ

融

査

イ

ィ

ィ

備

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

女

子

(3)競 技 活 動 年 数

Table・4-(3)の 示 す よ うに 男 子 で は5～10年 が16%,10～15年 が23.8%,

15～20年 が23.8%,20年 以 上27%と か な り多 様 で あ り,日 体 協 調 査 結 果 と

Table.41-一(3)競 技 活 動 年 数

不

明

な

し

20
年

以
上

20
年

未
満

15
年

～

15
年

未
満

-o
年

～

-o
年
未

満

5
年

～

5
年
未

満

3
年

～

3
年
未
満

N分区

0.7

0.4

0.8

1.2

1.8

2.2

0.9

2.7

30.8

27.0

20.0

27.5

29.1

19.5

23.8

20。0

30.0

19.7

23.2

23.8

33.3

23.9

20.5

16.3

16.0

13.3

14.7

18.1

5.4

4.6

4.4

2.8

6.3

 

"

"

ω

匁

2042

281

45

109

127

日体協調査計

本 調 査 計

Aタ イ プ

Bタ イ プ

Cタ イ プ

 

男

子

1.93.2

5.9

16.7

9.010.2

11.8

25.0

16.7

21.8

35.3

42.9

50.0

16.7

33.0

29.4

28.6

50.0

13、9

17,6

28.6

25.0

7.0

【

569

17

7

4

6

 

計

計

プ

プ

プ

謹

査

イ

ィ

ィ

惚

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

女

子
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同 じ傾 向を示す。 タイプ別 ではAタ イ プが10～15年 が 最 も多 く,Bタ イ ブ

で は15～20年,Cタ イ プは20年 以 上 が 最 も多 くな って い る。 女 子では全体

的には10～15年 が最 も多 く,タ イ プ別 に み る と,A,Bタ イプが10～15年

が 最 も多 く,Cタ イ プで は5～10年 が 最 も多 く,Cタ イ プで は5～10年 が 多

い傾 向 を示 して い る。

(4)ス ポ ー ツ経験 と指 導 種 目の関 係

Table.4-(4)の とお り 男 女 と も全 体 的 に は 約70～79%が 自分 の経 験 した

種 目が指 導 の対 象 とな っている。 タイ プ別では男女 ともCタ イ プに経 験 以 外

の種 目を指 導 してい る ものが約30～50%い る。

Table・,1,一 一(4)ス ポ ー ツ経 験 と指 導 種 目の 関 係

区 分 N隊 している隊 してない1不 明

男

子

女

子

計

計

プ

プ

プ

査調

査

イ

ィ

ィ

協

調

タ

タ

タ

体日

本

A

B

C

計

計

プ

プ

プ

査調

査

イ

ィ

ィ

協

調

タ

タ

タ

体日

本

A

B

C

2042

281

45

109

127

569

17

7

4

6

86.6

77.9

82.2

86.2

69.3

12.7

21.4

15.6

12.8

30.7

76.3

70.6

85.7

7S.0

50.0

20.7

23.5

14.3

50.0

0.7

0.7

2.2

0.9

3.0

5.9

25.0

(5)専 門 種 目

Table.4-(5)の よ うに 専 門種 目に関 しては,男 子24種 目,女 子8種 目に

わた ってい る。 男子 で はバ レーボ ール,バ ドミン トン,ス キ ー,陸 上 競 技,

卓 球,野 球,テ ニス,水 泳 が,女 子 で はバ レーボ ール,体 操,テ ニス,水 泳

が比 較 的多 い 。 ス ポ ー ツ指 導 員全 体のバ ランスを考慮 して,講 習 会 では 開設

種 目を決 定 す る必 要が あろ う。
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Table.41-(5)専 門 種 目(重 複 回答)

区 分

男

子

女

子

計

プ

プ

プ

査

イ

ィ

イ

調

タ

タ

タ

本

A

B

C

本 調 査 計

Aタ イ プ

Bタ イ プ

Cタ イ プ

N

281

45

109

127

7

7

,4

!0

1

陸

上

競

技

8.5

4.4

8.3

10。2

バ

レ
ー

ボ

ー

ル

16.7

13.3

16.5

18.1

23.6

14.3

25.0

33.3

パ

ス

ケ

ツボ

ト1

ノレ

4.6

4.4

4.5

4.7

サ

ッ

カ

ー

野

球

3.d7.5
6.6

2.7

3.1

一{一

2.2

6.4

10。2

卓

球

8.5

6.6

12,8

5.5

5.9

14.3

テ

ス

7.1

11.1

8.3

4.7

羽

球

水

泳

11.76.8

20.011.1

9.26.4

11.05.5

11.75.9

14.314.3

25.0一

11.7

33。3

柔

道

7

10

3

0
ノ

一)

ノ0

7

2
ノ

旺寅

道

5.3

6.6

3.7

6.3

体

操

2。1

4.7

17.6

28.6

25.0

ヨ

ツ

ト

O.7

1.6

区 分

男

子

女'

子

本 調 査 計

Aタ イ プ

Bタ イ プ

Cタ イ プ

計

プ

プ

プ

査

イ

イ

イ

調

タ

タ

タ

本

A

B

C

N

281

45

109

127

ラ

グ

ビ

ー

7
・

2

8

0

2

0

1;

11一

ス

キ

1

ハ
ン

ド

ボ

ー

ル

10.01、1

4.4-

12.81.8

9.40.8

ソ

フ

ト
ボ

ー

ル

0.7

2.2

0.9

山

岳

0.7

1.6

ス

ケ

ー

ト

4.3

2.2

2.7

6.3

5.9

25.0

ボ

ク

シ

ン

グ

0.4

0。9

角

力

0.4

0.9

空

手

0.4

0.8

ト

ラ

ン
ポ

リ

ン

0.4

0.8

特

に

な

し

2.8

0.9

4.7

5.9

16.7

不

明

1.4

2.2

1.8

・・sl

5.9

14.3

5.指 導 歴

(1)ス ポ ー ッ指 導 歴 の主 な対 象

Table.5-一 一(1)の示 す とお り 全 体 的 に み て 男子 は 地域 の スポ ーックラブが

84.3%,学 校 の 運 動 部 が57.7%と 地域 ス ポ ー ツ ク ラブ との 結 びつ きが 強

く,タ イ プ別 に み て も 同 じ 傾 向 で あ る。 女子 も男子 と同 じ傾 向を示 してい

る。
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(2)指 導 経 験 年数

Table・5-一(2)の とお り全 体 的 に男 女 と も5～10年 が多 く,男 子 で約60%,

女 子 で約70%が10年 以下 であ る。 タ イプ別 で はAタ イ プの男 子 が10年 以

下71%と 指 導経 験 年 数 の低 さがみ られ る。女子 も同 じ傾 向であ る。

Table・5-(1)ス ポー ツ指導歴 の主 な対象(重 複回答)

区 分

男

子

女

子

計

計

プ

プ

プ

謹

査

イ

ィ

ィ

脇

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

計

計

プ

プ

。フ

謹

査

イ

ィ

ィ

脇

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

N

2042

281

45

109

127

569

17

7

4

6

学
校
の
運
動
部

47.0

57.7

44.4

62.4

58.3

28.1

47.1

71.4

50.0

16.7

ツ
ク

ラ
ブ

地
域

の

ス
ポ

ー

ツ
ク

ラ
ブ

職
場

の

ス
ポ

i

31.7

25.3

26.7'

29.4

21.3

9.0

11.8

14.3

16.7

70.1

84.3

91.1

90.8

76.4

56.8

58。8

71.4

75.0

33.3

ツ
ク
ラ
ブ

民
間

の

ス
ポ

ー

1.6

2.5

4.4

1.8

2.4

4.2

17.6

14.3

25.0

16.7

そ

の

他

7.6

9.3

2.2

9.2

11.8

な

し

不

明

5.30.4

2.5-

4.4F-

3.9一

13・ ・114.4

29・41

14、3

25.0

50.0

1,6

Table・5-(2)指 導 経 験 年 数

区 分

男

子

女

子

計

計

プ

プ

プ

謹

査

イ

ィ

ィ

鰯

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

計

計

プ

プ

プ

謹

査

イ

ィ

ィ

脇

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

N

2042

281

45

109

127

569

17

7

4

6

3
年
未
満

12.9

13.9

22.2

4.6

18.9

33.4

17。6

50.0

20
年
未
満

15
年

～

15
年
未
満

-o
年
～

-o
年
未
満

5
年

～

5
年
未
満

3
年
～

16.9

13.2

22.2

9.2

13.4

25.3

17.6

28.6

25.0

26.2

30.9

26.7

37.6

26.8

18.1

35.3

28.6

50.0

33.3

16,7

16.7

13.3

18.3

16.5

4.2

11.8

14.2

16.7

9.5

12.5

6.7

15。6

11,8

1.8

5.9

14.2

20
年

以
上

11.9

10.7

6.7

13.8

9.4

2.6

5.9

14,2

な

し

4.3

1.1

2.2

1.6

11.6

不

明

1.5

1.1

0.9

1.6

3,0

25.0
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6.も って い る他 の資格 や 役 職

Table.6を み てわ か る よ うに,全 体 的に み て競 技 公 認 審 判 員が66.9%と

最 も多 く,ス ポ ー ツテ ス ト判定 員43.4%,体 育 指導 委 員39.5%,競 技 公 認

指 導 員 の35.2%と な って お り,ス ポ ー ツ トレーナ ー との 結 びつ きは 低 い。

女子 では競技公認審判員64.7%,競 技 公 認 指導 員41.7%,体 育科 教 員免 許

35.3%と な って い る。 男 子 に比 べ て2級 ス ポ ー ツ トレーナ ー との関 係 が比較

的強 い。 タイプ別 にみる と,男 子 で はAタ イ プは競 技 公 認審 判 員,ス ポ ー ツ

テ ス ト員 との兼 務 が 多 い が,B,Cタ イ プで は競 技 公 認 審判 員,競 技公 認 指

導 員,ス ポ ー ツテ ス ト判 定 員 との兼 務 が多 く,し か も体 育指 導 委 員,ス ポ ー

ツ少年 団指導 員 との関 係 も比較 的高い傾向がみ られ る。女子 では,A,Bタ

イ プで は競 技公 認 審 判 員,体 育科 教 員免 許 との兼 務 が 多 く,Cタ イ プでは 競

技 公 認 審 判 員,競 技 公 認 指 導 員 との兼 務 が 多 い傾 向がみ られ る。

Table・6も ってい る他 の資格 や役職

不

明

Q!

1

0

0/

0117007'2β2367224凸4凸∠-

4

9

3

[

一4一),41

そ

の

他

1

6

6

一

7p)噌18/0ーへ∠-為

資
日
本
赤十

字
社
指

[

9

一

9

5'44凸01噌1凸∠

「

β

3

0

フ35142566

ソ

指
道頁

レ

ク

リ

ェ

ー

シ

ョ

2

一)

一

9

24132214

9

8

【

0

74112516

体
育
指
導

委

員
」)

」

β

7

2箆39174740

5

9

【

一

715516

社
会
教
育

主

事

。4

5

【

8

」4131318ρ0フフ滋112762535

一
)

一

「

一

一〇239071335425016

体
育
科
教
育
免
許

競
技
公
認審

判
員

る

ρ

4

2

74866艇7567

0

7

1

0

716645775660/2607741282566

競
技
公
認
指
道頁

緬

2

。4

4

61835244034

判

定員スポ
ー

ツ
テ
ス

ト

遵

遵

6

2

22643354247

〇

一

)

3

0

軸!22ノ'40!
0ームハ∠-轟「ノー1

指

導

員スポー
ツ

テ

ス

トー

8

9

6

3

9681577

4

9

3

「

一一)一)イ↑86↓・3一)ツρ一)ユフー▲∩∠2ノ

指
道苫

貝スポー
ツ

少年

団

溢

β

β

ユ

'01926133226

ス

ポ
ー

ツ

指導

員

一

[

一

[

一

一

[

【

[

一

レ

ー

ナ

ー二級スポ

ー

ツ

ト

。7

β

一

遵

β25!0!0

4

6

一

〇

31172533

レ

ー

ナ

ー一級スポ

:

ツ

ト

め

ユ

[

3

80110

一

一

一

}

一

N

晩

捌

め

畑

卿2

Q/

7

7

4

10

!0

1占5

分区

計
計

プ

プ

プ協査査イイイ体調調タタタ日本ABC

計
計

プ

プ

プ協査査イィィ体調調タタタ日本ABC

男

子

女

子

7.現 在 の指 導 活 動

(1)指 導の主な対象
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Table.7-(1)で 示 す よ うに 男 女 と も全 体 的 に み て婦人 スポーツク ラブ(男

子54.8%,女 子82.4%),一 般 成 人 の ス ポ ー ツ ク ラ ブ(男 子43.1%,女 子

23.5%)な ど地 域 ス ポ ー・一・一ック ラブの結 びつ きが強 い。特に女子 は婦人 のスポ

ーツクラブ指導 が中心 の よ うであ る。高年令層,幼 児 のス ポ ー ツ ク ラブ指 導

が全 国 と同 じ低率 であ り男女 とも同 じ傾向を示 してい るが,こ の領 域 の指 導 ,

開発 が望 まれ る。

Table・7-(1)指 導 の主 な対象(コ 複 回答)

不

明

そ

の

他

ッ
ク
ラ
ブ

営
利

目
的

の

ス
ポ

ー

ー

ツ
ク

ラ

フ

年

令
層

の
広

い

ス
ポ

ッ
ク

ラ
ブ

高

年
令
者

の

ス
ポ

ー

ラ
ブ

婦

人

の

ス
ポ
ー

ツ
ク

ツ
ク
ラ

フ

一
般
成
人

の

ス
ポ

ー

ッ
ク
ラ
ブ

勤
労
青
年

の

ス
ポ

ー

ラ
ブ

幼

児

の

ス
ポ
;

ツ
ク

ー

ッ
ク
ラ
ブ

少
年

団
以
外

の

ス
ポ

ス

ポ

ー

ツ
少

年

団

ラ
ブ

職

場

の

ス
ポ
ー

ツ
ク

大
学
高
専
の
運
動
部

高

校

の

運

動

部

中

学

の

運

動

部

N分区

日体協2042

調査計男
本調査計281

Aタ イ プ45

Bタ イプ109子

Cタ イプ127

22,617.9

19,218.1

13,313.3

21,122.0

19.7

2,026.7

1,421.4

2,222.2

0,925.7

16,51,617.3

29.3

39.5

28.9

46.8

37.0

18.3

28.1

28.9

32.1

24.4

4.4

5.5

2.4

・.6121,4i43.2【

3.9{295

24.4

32.1

29」

43.1

28.9

56.9

36.2

128
.0

54.8

48.9

65.1116」

48・ ・1・1・・

4.6

11.4

一

10.5

235

15.6

28.4

22.0

0.6

014

2.2

-

一

4.8

5.0

4.4

1.8

7.9

2.2

0.7

12
.2

-

0.8

女灘 群5117望
Aタ イ プ7--

Bタ イ プ4-一子

Cタ イ プ6-一

1.8 5.69.39.14.94,715.860.8

11.817.623.517.617.623.582.4

14.3-42.928.614.314.385,7

-25 .0-25.0-25.0100.0

16.733.316.7-33.333.366,7

4.48.81.98.49.8

5.917.611.811,8-

一 一14
.3-_

25.050.025.0-一

一16 .7--33.3-i

② 主 な指導活動

Table・7-一(2)の よ うに 全 体 的 傾 向 と して 男 子 は,初 心 者 技 術 指 導 の79.4

%,地 域 組 織 の 普及 育 成 の63.3%が 多 く,女 子 で は初 心 者 技 術 指 導88.2%,

経 験 者 の技 術 指 導52.9%と な って い る。 タ イ プ別 では,男 子Aタ イ プでは

初心 者 技 術 指 導 と経験 者 の技術指導が主 とな ってい るが,B,Cタ イ プでは

初 心 者 技 術 指 導 と地 域組 織 の普及育成が主な活動 とな ってい る。女子は いず

れ の タイ プも初心者技術指導が多 く,経 験 者 の技 術 指 導 が これ につ づ いてい

る。
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TahIe.7-(2)主 な 指 導 活 動(■ 複回答)

区 分

男

子

女

子

日体協調査計

本 調 査 計

Aタ イ プ

Bタ イ プ

Cタ イ プ

日体協調査計

本 調 査 計

Aタ イ プ

Bタ イ プ

icタ イ プ

N

2042

281

45

109

127

569

17

7

4

6

術
指
導

競
技
選
手
の
技

指
導
経
験
者
の
技
術

指
導
初
心
者
の
技
術

6S.7154.6
79.456,2

77.8

87.2

73.2

613

88.2

85.7

100.0

83.5

55.6

63.3

50.4

31.8

52.9

57.1

50.0

50.0

17.0

23.8

22,2

24.7

23.6

3.9

17.6

50.0

16。7

及

・
育
成

地
域
組
織

の
普

ラ
ブ

の

育
成

グ

ル
ー

プ

・
ク

31.7

40.6

33.3

45.9

38.6

51.9

63.3

46.7

71.6

72.5

28.1

17.6

14.3

2S.0

38.8

35.3

42.9

25.0

16・7133・3

そ

、

の

他

1.6

4.2

5.9

不

明

2.1

0.7

2.2

0.9

10.9

(3)指 導 日 数

Table.7-(3)で わ か る よ うに,全 体 的 傾 向 と して週1～2日 が 男子 平 均約

50%,女 子 約60%と な っ て お り,タ イ プ別 に お い て も 同 じ傾 向 が うかがわ

れ る。

Table・7-(3)指 導 日 数(週 平均)

区 分

O

N

日

1234567不

日 日 日 日 日 日 日 明

計

計

プ

プ

プ

謹

査

イ

ィ

ィ

働

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

男

子

2042

281

45

109

127

3.024.922.817,57.96.3

1.417,128.816.49.69.3

-20
.033.320.04.44.4

-14 .731.213.811.012.8

3.118.125.217.310.27.9

6.42.39.0

7.12.87.5

8。94.44.4

8.31.86.4

5.53.19.4

日体協調査計 569 1.8 33.0 27.6 11.2 3.7 3.2 2.6 0.4 16.5

女
本 調 査 計 17 5.9 17.7 412 11.8 5.9 一 ・5

.9
一 11.8

Aタ イ プ 7 143 14.3 42.9 14.3 14.3 } 一 一 『

子
Bタ イ プ 4 一 一 50.0 25.0 『 } 25.0 一 『

Cタ イ プ 6
「33・3

33.3 一 一 一 }

ヒ

一 33.3
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(4)指 導 の形態

Table.7-一{4)の とお り全 体 的 に は 男 子69%,女 子 は76.5%が 定 期 的 に 指

導 活 動 して い る。 タ イ プ別 にみ て も同 じ傾 向であ るが,た だ 女 子 のCタ イ プ

が66.7%と 不 定 期 指 導 で あ る。

Table・7-(4)指 導 の 形 態

明不

3.5

4.3

4.4

5.5

3.1

不定期的

32.4

26.7

17.8

220

33.9

定 期 的

64.1

69.0

77.8

72.5

630

 

N分区

2042

281

45

109

127

 

計

計

プ

プ

プ

査調

査

イ

ィ

ィ

協

調

タ

タ

タ

体日

本

A

B

C

男

子

13.222.7

23.5

66.7

64.1

76.5

100.0

100.0

333

569

17

7

4

6

 

計

計

プ

プ

プ

査調

査

イ

ィ

ィ

協

調

タ

タ

タ

体日

本

A

B

C

女

子

指 導 時 間

 

㈲

(1回)

 

間時導指Table.7-一(5)

不

明

5
時
間
以
上

一)
時
間
未
満

4
時
間
～

4
時
間
未
満

3
時
間
～

3
時
間
未
満

2
時
間
～

2
時
間
未
満

-
時
間
～

1
時
間
未
満

N分区

3.1

1.4

0.9

2.4

1.4

0.4

2.2

1.5

1.1

1.8

0.8

8.5

5.7

4.4

2.8

8.7

44.1

48.8

40.0

53.2

48.0

39.0

40.9

53.3

41.3

36.2

2.4

1.8

3.9

2042

281

45

109

127

 

計

計

プ

プ

プ

融

査

イ

ィ

ィ

脇

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

男

子

12.8

 

2

0
/

〇

一)

O.5

i16.7

2.829.5

23.5

14.3

50.0

16.7

50.8

70.6

85.7

50.0

66.8

3.3569

17

7

4

6

 

計

計

プ

プ

プ

楚

査

イ

ィ

ィ

脇

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

女

子
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Table.7-(5)で み る と全 体 的 傾 向 と して,男 子 は1～2時 間,2～3時 間

が それ ぞ れ約40%代 を 占 め て お り,女 子 で は1～2時 間 が70.6%と 多 い。

タ イ プ別 で もほ ぼ 同傾 向で あ る。

(6)活 動 の場 所

Table・7-(6)で わ か る とお り,全 体 的 には 男 子 は公 共 施 設,学 校 施 設 め使

用 が 多 く,そ れ も定 期 的 使 用 が70%と な って い る。 女 子 で は 公 共 施 設 使用

が70.6%と 多 く,定 期 的 使 用 が76.5%で あ る。 タイ プ別 も男女 と も同 じ傾

向を示 してい る。

Table.7-(6)活 動 の 場 所

区 分

男

子

女

子

日体協調査計

本 調 査 計

Aタ イ プ

Bタ イ フ。

Cタ イ プ

N

2042

281

45

109

127

69

17

7

4

6

5計

計

プ

プ

プ

謹

査

イ

ィ

ィ

協

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

等
)
野
外

(
海

・
山

の
庭
空
地

・
神
社
等

個

人

施

設

民
間
営
利
施
設

職

場

施

設

学

校

施

設

公

共

施

設

33.5

53.4

62.2

54,1

49.6

40.2

70.6

85,7

50.0

66.7

47.8

33.5

28.9

30.3

37.8

36.2

5.9

25.0

2

2

4

一)

8

,4

3

4

一)

0

2.5

0.7

1」

2.2

1.6

2.5

11,8

25,0

16.7

1.9

1.1

2,4

0.9

5.9

14.3

0.8

0.5

2.2

5.0

7.3

6.3

1.2

5.9

16.7

そ

の

他

0.6

0.7

0.9

0.8

0.9

不

明

3

4

2

8

8

8

1

2

1

0

15.1

N

2042

281

45

109

127

569

17

7

4

6

不
定
期
的
使
用

定

期

的

使

用

82.6

69.8

68.9

70.6

69.3

77.3

76.5

85.7

100.0

50.0

14.7

7.5

4.4

2.8

12.6

10.0

11.8

14.3

16,7

不

明

2.7

22.8

26.7

26.6

18.1

7

3

一

[

β

凸∠

1

2
/

ー
ム

ー

2
ノ

8.指 導 の謝 金

(1)指 導 謝金 の有 無 とそ の金 額

Table.8-(1)の とお り,日 体 協 調査 結果 と 同 じ 傾 向が み られ るのであ る

が,も らって い る もの の割 合 が本 調査 では多い傾 向が あ り,特 に女 子 では 高

い。 タ イ プ別 で女 子A,Bタ イ プで も らって い る もの の方 が 高率 であ り,C

タイ プで は反 対 に低 率 とな って い る。 また,謝 金 の金 は 男女 と も1,000円 以

下 が 大 部 分 を 占 め て い る。
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Table・8-(1)指 導謝金 の有無 とそ の金 額(1時 間当 り)

区 分

男

子

女

子

計

計

プ

プ

プ

謹

査

イ

ィ

ィ

醐

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

計

計

プ

プ

プ

謹

査

イ

ィ

ィ

脇

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

N

いも
ら

っ
て

い
な

も
ら

っ
て
い
る

2042

281

45

109

127

不

明

N

20.276.912.9412
30.1

46.7

35.8

26.0

2
/

0
0

「
1

AU

ツ
ー

0
1

8

一)

一)

!
0

2

一)

n
δ

7
'

-
晶

0
/

7

7

f4

10

1◎

1

5

64.8

48.9

63.3

71.7

57,6

41.2

14.3

25.0

83.3

2.193

4.421

0.939

2.433

13.0167

0

10

3

1

1

以
上
二
、
五
〇
〇
円

二
、

四
九
九
円

二
、
○

○
○
～

一n
酸

箔

「
四
九
九
円

○
○
○
～

九
九
九
円

七
五
〇
～
七
四
九
円

五
〇
〇
～
四
九
九
円

二
五
〇
～

二
四
九
円
以
下

43.9

30.1

19.0

30.8

36.4

19.2

30.0

16.7

66.7

20.6

25.8

33.3

28.2

18.2

22.2

10.0

33.3

8.5

16.1

23.8

15.4

12。1

13.8

10.0

100.0

7.3

10.8

9.5

12.8

9.1

18.6

10.0

16。7

S.・h.9

8.6

4.8

5.1

15.2

14.4

30.0

50.0

2.2

2.6

3.0

3.6

10.0

16.0

O.7

3.2

4.8

2.6

3.0

「

1.2

2.2

1.1

4.8

2.4

不

明

6.8

2.2

2.6

3.0

4.8

(2)謝 金 の 内容

Table.8-(2)で 示 す よ うに全 体 的傾 向 と して男 子をみ ると 「純粋な謝金」

と してが64.5%で 最 も多 く,「 交 通 費 を 含む 謝 金 」 と してが16.1%と つ づ

いている。 これはタイプ別でも同傾向であ り,女 子 も男子 と同 じ傾向を示 し

て い る 。

Table.8-(2)謝 金 の 内 容

区 分 N階 粋茎囎 轟 猶 嚢1その他1不 明

男

子

女

子

計

計

プ

プ

プ

謹

査

イ

ィ

ィ

協

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

日体協調査計

本 調 査 計

Aタ イ プ

Bタ イ プ

Cタ イ プ

412

93

21

39

33

167

10

6

3

1

58.5

64.5

76,2

66.7

54.5

59.9

60.0

66.7

66.7

25.5

16,1

14.3

17.9

15.2

24.6

30.0

16.7

33。3

100.0

5.1

5.4

4.8

5.1

6.1

10.2

4.9

10.8

4.8

7,7

18.2

1.8

10,0

16.7

6.1

3.2

2.6

6.1

3.6
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(3)謝 金 の出 所

Table・8-(3)の とお り 全 体 的 には 男 子 は 行政 当局か らの ものが65.6%と

最 も多 い。女 子 で は行 政 当局 か らの ものが多いが,ク ラ ブ会 員 な どか らの 出

費 も多 い。 タイ プ別にみて も男女 それ ぞれ 同傾 向を示 してい る。

Table・8-(3)謝 金 の 出 所

区 分

男

子

女

子

計

計

プ

プ

プ

糖

査

イ

ィ

ィ

㈱

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

計

計

プ

プ

プ

融

査

イ

ィ

ィ

脇

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

N

412

93

21

39

33

167

10

6

3

1

ブ

・
費

ラ
費

営

ク
会
運

24.3

9.7

20.5

3.0

体 協 ・
競技団体

14.3

10.8

10.5

2,6

21.2

38・3}

40.0

16.7

66.7

100.0

7.8

10.0

16.7

支 援 ・
後援団体

9.0

4.3

4.8

2.6

6.1

4.8

行政当局

41,7

65.6

71.4

71.8

74,5

39.5

40.0

50.0

33.3

その他

3.2

4.3

10.5

2.6

3.0

3.6

10.0

16.0

不 明

7.5

5.4

4.8

12.1

6.0

(4)謝 金 の制 度 化

Table.8-(4)の とお り 「謝 金 が 制 度 化 され て い る」が全体的 には男子61,3

%,女 子50%と な って い る。 タイ プ別 も同 じ傾 向を示す。

Table・8-(4)謝 金 の制 度 化

区 分 Nlさ れてい司 されていない 不 明

男

子

女

子

計

計

プ

プ

プ

査調

査

イ

ィ

ィ

協

調

タ

タ

タ

体日

本

A

B

C

計

計

プ

プ

プ

査調

査

イ

ィ

ィ

協

調

タ

タ

タ

体日

本

A

B

C

412

93

21

39

33

167

10

6

3

1

58.5

61。3

57.1

66.7

57.5

53.3

50.0

33.3

100.0

35.0

15.1

4.8

17.9

18.2

40.7

10.0

16.7

6.6

23.6

48,1

15.4

24.3

6.0

30.0

33.3

100.0
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(5)指 導 活 動 に つ い て の考 慮

Table.8-(5)の よ うに,謝 金 は も らっ てい な いが 指 導 活動上 で何か考慮 さ

れ てい るか とい う点 につい て,全 体 的 に 男子52.4%,女 子50%が 何等 考 慮

され てい な い と答 え てい る。

Table.8-(5)指 導活動 につ いての考慮

区 分 N あ る 睡 い1不 明

男

子

女

子

計

計

プ

プ

。フ

査調

査

イ

ィ

ィ

協

調

タ

タ

タ

体日

本

A

β

C

計

計

プ

プ

プ

査調

査

イ

ィ

ィ

協

調

タ

タ

タ

体日

本

A

B

C

1570

187

23

70

94

8

8

2

41

一)

23

15.7

22.5

13.0

28.6

21.3

10.7

37.5

100.0

40.0

68」

52.4

43.8

41.4

62.8

68.6

50.0

100.0

40.0

16.2

24.6

43.8

30.8

15.9

20.7

12.5

20.0

9.自 己支出の有無 とその内容

Table.9自 己支出の有無 とその内容

(1)自 己支出の有無 ② 出 費 の 内 容

区 分

男

子

女

子

計

計

プ

プ

プ

謹

査

イ

ィ

ィ

働

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

計

計

プ

プ

プ

議

査

イ

ィ

ィ

協

調

タ

タ

タ

日

本

A

B

C

N

2042

281

45

109

127

569

17

7

4

6

あ

る

57.6

58.0

55.6

66,1

52.0

35.5

64.7

57.1

50.0

83.3

な

い

38.5

39.9

42.2

33.0

44。9

51.8

35。3

42.9

50。0

16.7

不

明

0
1

1

2

0
!

1

2
/

2

2

0

2
ノ

12。7

N

1177

163

25

72

66

202

11

4

2

5

支
出
す
る

額
程
度
を

謝
金
と
同

す
る
部
を
支
出

謝
金
の

一

10.8

17.8

28.0

19.4

12.1

4.5

8.0

4.0

9.7

7.6

26.75.0

36.49.1

50.0-

100.0-

-20 .0

謝支い
金出
よが
り多

14.6

22.1

20.0

26.4

18.2

9.9

36.4

25.0

60.0

も支だ
つ出け

ばす
らる

66,0

50.9

48.0

43」

60.6

55.4

18.2

25、0

20。0

不

明

4.1

1.2

1.4

1.5

3.0
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Table,9の 示 す よ うに,全 体 的 傾 向 と して 男 子 で は 自己支出費が58%,

女 子 は64.7%と な って い る。 タ イ プ別 も同 じ傾 向を示す。 出費 の内容をみ

ると男子では もっぱ ら 支出す るだけ の ものが50.9%を 占 め てい る。 女子 で

は 謝 金 の一 部 を支出 した り,謝 金 よ り支 出が 多 い とす る ものがそれ ぞれ36.4

%い る 。

10.資 格 の活 用

Table.10で 示 す よ うに 全 体 的 には 「あ ま り生か していない」 とす るもの

が男子44,5%,女 子41.2%と 最 も多 い 。 タイ プ別 に み る と男 子のA,Bタ

イ ブで 「大 いに 生 か して い る」 と答えた ものが 各 々約50%い る。Cタ イ プ

では 「あまり生か していない」「無効に等 しい」 とする 傾向が 多いように う

かがわれ る。女子はこの傾向が比較的強い。「あまり生か していない」「無効

に等 しい」 と答えたその理由として全体的傾向では 「資格が必ず しも十分理

Table・10資 格の活用 につ いて

区 分N

あ
ま

り
生

か

し

て

い

な

い

大

い

に

生

か

し

て

い

る

無

効

に

等

し

い

そ 不

の

他 明

さ
れ
て
い
な
い

資
格
が
必
ず
し
も
十
分
理
解

仕
事
が
は

っ
き
り
し
な
い

ス
ポ

ー

ツ
指
道
頁

と

し
て

の

身
体
的
に
負
担
が
多
す
ぎ
る

時
間
的
に
負
担
が
多
す
ぎ
る

経
済
的
に
負
担
が
多
す
ぎ
る

N

自 そ 不
分
の

技術

が の
生
か
せ
な
い 他 明

男

子

日体協
調査計
本調査計

Aタ イプ

Bタ イプ

Cタ イプ

204274.5

28133.1

4548.9

10951.4

12711.8

12.8

44.5

40.0

36.7

52.8

4.84.7

14.26.8

6.72.2

6。44.6

23,610.2

3.1

1.1

2.2

0.9

1.6

361

199

31

55

113

6.4

2.5

3.2

1.8

2.7

47.4

15.6

32.3

21.8

7.9

一

2.5

3.2

1.8

2.7

28.5

35.7

22.6

40.0

5.0

4.5

22.6

-

1.8

7.8

9.6

3.2

1.8

15.0

5.0

8.5

9.7

7.3

8.9

計
計

協
査
査

体
調
調

日

本女
56965。0ユ1.23.9

1717.641.223.5

Aタ イ フ。728.642.9

Bタ イプ子 425.050.025.0

Cタ イ ブ633.350.0

7.212,7861.233.7

17.711

28.6

16.0

2
フ

ユ
ノ

く
ノ

36.4

-33 .3

33.3

40.0

27.99.319.88.1

45.5-18.2

66.7

33.333.3

40.020.0

θ
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解 され ていない」が最 も多 く男子35.7%,女 子45.5%と な っ て い る。 つ づ

い て 「ス ポ ーツ指導 員 としての仕事がは っき りしない」が男子21.1%,女 子

36.4%で あ る。 タ イ プ別 で は,男 子 のAタ イ プは 「時 間 的 に 負担 が 多す ぎ

る」「資格が必ず しも十分理解 され ていない」「自分 の技術 が生 かせ ない」 と

す るものが多 く,B,Cタ イ プで は 「資 格 が必 ず しも十 分理解 されていない」

「スポ ーッ指導 員 と しての仕事がは っき りしない」が 多い。 また,女 子 で は

各 タ イ プ と も 「ス ポ ー ッ指導 員 と しての 仕事 がは っき りしない」 「資格が必

ず しも十分理解 され ていない」 を挙げ るものが多い。

11.資 格 取 得 の効 果

Table.11で 示 す よ うに全 体 的傾 向 と して 男子64.4%,女 子52.9%が 取 得

効 果 を認 め てい る。 そ の効果 の理 由を 「資質の向上」 とす るものが最 も多 く

男子63.5%,女 子66.7%と な っ てい る。 タ イ プ別 で は,男 子A,Bタ イ プ,

女 子Aタ イ プに取 得 効 果 を認 め る ものが多い傾 向がみ られ る。

●

Table.11資 格取得の 効果

区

あ

分Nつ

た

な 不

か
N

つ

た 明

謝
金
を
得
ら
れ
る

指

導

依

頼

社

会

的

信

頼

資

質

の

向

上

不

明

そ

の

他

地

位

の

向

上

日体協調査計 2042 60.0 34.8 5.1 1226 49.4 16.2 17.1 0.1 7.7 3.6 5.9

男 本 調 査 計 281 64.4 28.8 6.8 181 635 9.4 17.1
一 7.2 2.8 一

Aタ イ プ 45 75.6 17.8 6.7 34 52.9 11.8 26.5
一 5.9 2.9 一

子
Bタ イ プ 109 78.9 15.6 5.5 86 59.3 13.9 20.9 一 5.8 一 {

Cタ イ プ 127 48.0 44.1 7.9 61 75.4 1.6 6.6 一 9.8 6.6 一

日体 協 調 査 計56961.028.310.734742.417.g18.40.34.g7.88.4

女 本 調 査 計1752
.941.25.9

Aタ イ プ771.428.6-

Bタ イ プ450.050。0一子

Cタ イ プ633.350.016。7

966.7-22.2-11.1--

580.0-20.0-一 一 一

2100.0-一 一 一 一 一

2--50.0-50.0-一
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12.指 導活動についての要望 ,

Table・12の 示す とお り要望は極めて多様である。 特に要望の多い事項を

挙げ ると,男 子では 「情報の提供」 「講習会開催」「指導者の位置づけ」「行

政援助」「連絡機関の設立」等でいずれ も40%以 上の比率である。女子は男

子とほぼ同傾向といえるが,た だ男子では低率であった 「災害補償制度の確

立」の要望が52.9%と 多かった。 タイプ別にみても 男女 ともそれぞれ全体

的傾向と一致 している。

Table・12指 導活 動につ いての要望(重 複回答)

区 分

男

子

日体協
調査計

本調査計

Aタ イプ

Bタ イプ

Cタ イプ

N

連

絡

機

関

の

設

立

指
導
員

の
位
置

づ
け

親

・
地

域

の

理

解

災
害
補
償
制
度
の
確
立

行

政

当

局

の
援

助

用

具

の

斡

施

施

設

の

整

備

確

保

組

織

の

確

立

講

習

会

の

開

催

情

報

の

提

供

報

酬

基

準

の

確

立

資
格
認
定
制
度
の
確
立

女

子

2042

281

45

109

127

32.3

39.5

22.2

42.2

43.3

日体協

調査計

本調査計

Aタ イプ

Bタ イプ

Cタ イプ

569119.3
1717.6

7-

425.0

633.3

22.2

27.0

17.8

34.9

23.6

16.2

23.5

28.6

25.0

16.7

47.4』4.7

59.1

68.9

62.4

52.8

42.4

70.6

71.4

75.0

66.7

56.9

60.0

57.8

55.1

55.0

70.6

71.4

100.0

50.0

33.4148.0

37.438.1

35.637.8

40.445.9

35.431.5

30.2

29.4

28.6

25.0

33.3

17.9

17.1

24.4

18.3

13.4

40.2

29.4

42.9

50.0

11.4

5.9

25.0

42.7

44.4

41.3

43.3

紳 ・・5

31.8

23.5

42.9

16.7

26.7

24.4

32.1

22.8

17.4

52.9

57.1

50.0

50.0

28.8

21.7

22.2

30.3

14.2

17.2

11.8

33.3

47.7

28.9

52.3

50.4

52.9

28.6

75.0

66.7

45.2

35.6

43.1

50.4

47,1

42.9

75.0

33.3

そ

の

他

2.8

2.1

3.7

1.6

4.4

不

明

3.3

1.8

2.2

0.9

2.4

12.5

5.9

14.3

13.資 格 取得 の経 緯

Table.13の とお り市 町 村教 育委 員会 関 係 を とお してのものが,男 子61.6

%,女 子52.9%と 最 も多 い。 女 子 で は 「個 人」で とい うものが23.5%oい る。

職 域 関 係 は低 率 で あ った 。
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Table・13資 格取得 の経緯

区 分

男

子

女

子

本調査計

Aタ イ プ

Bタ イ フ。

Cタ イ プ

本調査計

Aタ イ プ

Bタ イ プ

Cタ イ プ

N

281

45

109

127

7

7

,4

10

1

市
町
村
体
育
協
会

11.7

8.9

13.8

11.0

5.9

14.3

地
区
体
育
振
興
会

0.7

1.6

教

育
委
員

関

係

61.6

64.4

68.8

54.3

52.9

42.9

100,0

33.3

市
町
村
競
技
団
体

3.9

2.2

3.7

4.7

5.9

16.7

小

・
中

・
高
体
連

職

域

関

係

ン
団

体

レ
ク
リ

ェ
ー

シ

ョ

3.2

4.4

2.8

3.1

5.9

14.3

個

人

14.2

17.8

9.2

17.3

23.5

28.6

33.3

そ

の

他

4.3

2.2

1.8

7.1

5.9

16.7

不

明

0.4

0.8

V総 括

今回の調査結果か ら北海道体育協会 としては,今 後のスポーッ指導員養成

講習会の運用にかかわる問題 として次の事項が挙げ られ よう。

1)特 に女子スポーツ指導員および商工 自営,工 員,商 店員などの各職域

か らの指導者の育成 ・確i保。

2)地 域住民に対す るスポーツ指導員の積極的な広報活動。

3)指 導員養成講習会における専門種 目開設時の総体的考慮。

4)幼 児 ・高年令層スポーツクラブ領域に対する指導の開発 と促進。

っぎにスポーツ指導員の指導活動,資 格の活用の実態,指 導活動について

の要望事項等を通 して次の諸条件を整備 してゆ くことが急務であろう。

1)指 導員の資質向上をはかる手段 として,研 修会研究会等を地域単位や

専門種 目別に開設する。

2)指 導活動に参考 となる情報や資料の提供。

3)指 導員の相互理解 と連係を計るための登録制と組織化。
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4)地 域社会の要請に 応 じられる スポーツリーダーバンクシステム の 推

進。

5)指 導活動 を 安定させ,や りがいあるものとするため 機能的位置づけ

や,役 割(対 象 ・種 目・技術)の 明確化。

6)各 競技団体 との関連を もった包括的指導体制の確立。

7)指 導員の待遇の再検討。

なお日体協では昭和51年3月 実施の調査に基 き,「指導者の育成 と活動に
(5)

関する制度」を確立すべ く,そ の第一段階 として,本 会認定の有資格者の登

録制を実施する方向で検討をすすめているようであるが,よ り適切な制度 と

してその 実現化の 一 日も早いことを 願 うとともに,北 海道体育協会 として

は,今 回の本道の実態をふ まえ,各 事項の実現化に取 りくみ,ス ポーツ指導

員育成と活動の活発化を計ってゆかねばならない。これは本道スポーツの普

及振興をはかる最も根本的に して重要な条件なのである。

(1977.2,31)

〈付記〉 本調査は北海道体育協会普及委員会からの依託調査である.調 査事項は

日本体育協会(51.3.実 施)の ものによったが,一 部補足事項の決定 と製作お よ

び整理,集 計については,北 海学園大学木下広之教授 と筆者で行なったが,説 述

に関しては総べて筆者が行なったものである。

(4)こ の制 度につ いては,東 京都三鷹市,八 王 子市,文 京区,ま た富 山県 な どで実

施 され成果 をおげ ている.こ れに 関 しては次の資料 を参照 の こと.体 育科 教育:

国民 スポー ツ具 体化へ の実践,11月 増刊号,pp.119～133,大 修館書店,昭 和51

年.

(5)日 本体 育協会:ス ポー ッ ・ジ ャ・一ナル,第2号,pp.30～31,昭 和51年,
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日本体育協会公認スポーツ指導員の活動状況調査について

「調査のお願い」

今回、北海道体育協会では、道民スポーッの普及、振興に必要な指導体制を確立

するため道内スポーッ指導員の実態調査を行なうことになりましたが、よろしくご

協力方お願い申し上げます。とりまとめの関係上、昭和51年6月5日(必 着)で 同

封封筒によりご返送お願い申 し上げます。

北海道体育協会普及委員会

「記入上の注意」

●該当する項 目番号に○印をつけて下さい。

0解 答欄のその他の()の 中にはその内容を具体的にご記入下さい。

●調査は統計上の処理以外は利用することは絶体にありませんので安心してありの

ままを答えて下さい。

「基 礎 的事 項」

次の事項をご記入下さい。

○市町村名()

住 所TEL()

氏 名 専門種 目名()

1あ な た自身の ことにつ いて。

Q1.性 別

1.男2.女

Q2.年 令

1.20才 代2.30才 代3.40才 代

Q3.職 業

1.小 学校 教員

2.中 学 校教員

3.高 等学校 教員

4.大 学 ・高専教員

5.公 務員(警 察官 ・三公社五現 業

職 員を含 む)

6.会 社員(団 体 職員 も含む)

7.工 員 ・商店員

8.商 工 自営(経 営者 のみ)

Hあ なたのスポー ツ歴 について。

5.60才 以上

9.農 林 ・漁業

10.医 師

11.自 由業(弁 護士 ・交筆 家・僧侶等)

12.団 体役員(農 協理 事等)

13.主 婦

14.学 生

1ラ.無 職

16.そ の他()

Q4.あ なたが現 在 もってい るスポー ツ団体 の役 員について答え て下 さい。(こ こで

い う役 員 とは、評議員 ・理事 ・専 門委員会 委員等を さ します)該 当す る ものす

べ てを答 えて下 さい。

1.日 本体育協会役員

2.都 道府県体育協会役員

3.市 町村体育協会(地 区体育協会を

含む)役 員

4.地 区体育(ま たはスポーツ)振 興

会役員

5.中 央競技団体の役員

6.都 道府県競技 団体 の役員

7.市 町村競技 団体 の役員

8.小 ・中 ・高体連 の役員

9.体 育指導委員 関係 の役員

10,そ の他 レク リェー シ ョソ関係の役

員

11.な し
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Q5.あ なたが参加 した最 も高い水準の競技大会について。

選ぶ)

1.国 際競技大会 出場

2.全 国大会 出場

3.ブ ロック大会 出場(東 北 ・関東 ・

九州大 会等)

(次 の ものか ら1つ だけ

4.都 道府県 大会 出場

5.郡 市町村大会 出場

6.そ の他(

7.な し

)

Q6.あ なた の競技活 動年 数は何年 にな ります か。(2競 技以上 の場 合はそれを通算

す る)

1.3年 未満5,15年 以上～20年 未満

2.3年 以上～5年 未満6.20年 以上

3.5年 以上～10年 未満7.な し

4.10年 以上15年 未満

Q7.あ なたが経 験 した主 なスポー ッ種 目が現 在指導対 象種 目とな ってい ますか。

1.な ってい る。2.な っていない。

Q8.あ なたが専 門 とす るスポ ー ッ名は何ですか。

1.ス ポ ー ツ名()2.特 に な し

皿 あなたの これ まで のスポー ツ指導 歴 について。

Q9.次 のスポー ッ クラブ(教 室等)ま たは グルー プを1年 以上指 導 した ことがあ り

ます か。 該当す る もののす べて の番号 に○ 印をつけ て下 さい。

1.学 校 の運 動 部

2.職 場 の スポ ー ツ ク ラ ブ

3.地 域 の ス ポ ー ツ ク ラ ブ(教 室) 5.そ の 他(

6.な し

4.営 利を 目的 とす る民間 のスポ ー ツ

クラブ(教 室)

)

Q10.以 上 の指導経験 年数は、通算す ると何年 くらい にな ります か。

1.3年 未満

2.3年 以上 ～5年 未満

3.5年 以上～10年 未満

4.10年 以上～15年 未満

5.15年 以 上 ～20年 未 満

6,20年 以上

7.な し

Q11.あ なたは スポ ー ッ指導員のほか に次の資格 や役職 を もってい ますか。 もってい

れば該 当す るものすべ ての番号 に○ 印をつ けて下 さい。

1.ス ポ ーッ トレ・一・・ナ ーt(1級)

2.ス ポ ー ッ トレーナ■・-d(2級)

3.ス ポ ーッ少年 団指 導員

4.ス ポー ッテス ト指導 員

5.ス ポ ッテス ト判定 員

6.各 種 競技団体 の公認指導 員

7.各 種 競技団体 の公認 審判員(競 技

役 員)

8.体 育科教員 免許状

IV現 在 の指導活 動につ いて。

Q12.あ なたは指導活 動において、

です か。(1つ だけ選 ぶ)

9.社 会教育主事(ス ポ ー ッ主事 を含

む)

10.レ ク リェーシ ョン指導員(オ リエ

ンテー リング、サ イ ク リング、 フ

ォー クダソス も含 む)

11,体 育指導委員

12.日 本赤 十字社指 導員(救 助員 ・救

急員)

13.そ の他()

どのような資格の立場で指導している場合が多い

1.ス ポー ッ指 導員 と しての資格 の立場 で指導 してい る場 合が 多い

2.ス ポー ッ指導 員 と、 ほか の 資格 ・役職 とをか ねた立 場で指導 してい る場 合
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が 多い

3.ス ポー ッ指導 員 と してでな く、 む しろほかの 資格 ・役職で指導 してい る場

合が 多い

Q13.指 導 の主 な対 象は次の どれです か。上 記Q12の1の 該当者は ×印、Q12の2の

該当者はO印 、Q12の3の 該 当者 は△印で指導 してい るもののすべ ての番号 に

しる しをつけ て下 さい。

1.中 学 校 の 運 動 部

2.高 等 学 校 の運 動 部

3.大 学 ・高 専 の運 動 部

4.職 の ス ポ ■・・一ツ クラ ブ

5.ス ポ ・一・一ッ少 年 団

6,ス ポ ー ッ少年 団以 外 の児 童 ・生 徒

対 象 の スポ ー ッ ク ラ ブ(教 室)

7.幼 児 対 象 の ス ポ ー ッ ク ラ ブ(教 室)

8.勤 労 青年 を 対 象 と した ス ポ ー ッ ク

ラブ(教 室)

9.一 般成 人を対象 とした スポー ック

ラブ(教 室)

10.婦 人を対象 と した スポー ックラブ

(教室)

11.高 年 令者を対象 としたスポ ーッ ク

ラブ(教 室)

12.親 子等のい ろいろな年 令層を含 む

スポー ツクラブ(教 室)

13.営 利 を 目的 とす るスポー ックラブ

(教室)

14.そ の他()

Q14.あ なた の指導活 動は次の どれです か。上 記Q12の1の 該 当者はx印 、Q12の2

の該 当者 は○ 印、Q12の3の 該 当者 は△ 印で、該 当す るものすべ ての番 号に し

る しをつけ て下 さい。

Q15.ど の程度 しています か。上記Ql2の1、

3の 各 々の立場 か ら指導 した 日数 を記入 して下 さい。

1.平 均 週(日)

2.そ れ は定 期的ですか。 ① 定期的 ② 不定 期

3.1回 の指導時 間は平均 どの くらいですか。

①1時 間 未満 ④3時 間以上4時 間未満

②1時 間以上2時 間未満 ⑤4時 間以上5時 間未満

③2時 間以上3時 間未満 ⑥5時 間以上

Q16.指 導 活動の場所 につ いて、主 と して指導活 動 してい る場所 は どこですか。(主

な ものを1つ 選 ぶ)

1.

1.初 心者指導対象の技術指導

2.あ る程度経験 した ものの技術指導

3.技 術水準の高い選手対象の技術指

導

指導 日数について、

4.個 々の クラブや グルー プの育成

5,地 域 に おけ る スポー ッ組織 の 普

及 ・育成

6.そ の他()

Q12の2、Q12の

① 公 共施 設 ⑤ 個人施設

② 学校施設 ⑥ 空地 ・神社 等 の庭

③ 職場 施設 ⑦ 野外(海 ・山等)

④ 民間営 利施 設 ⑧ そ の他(

2.そ れ は定期 的な活動 の拠点 とな ってい ます か。

① な ってい る ② な っていない

Q17,指 導 の謝 金につ いて、Q12の1、Q12の2、

下 さい。

1,も らってい る2.も らっていない

)

Q12の3の 各 々の立場 か ら答 えて
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2.

①250円 未満

②250円 以上 ～500円 未満

③500円 以上 ～750円 未満

④750円 以上～1,000円 未満

3,そ の謝金 の内容は次の どれ ですか。

① 純粋 な指導謝金 のみ

② 交通費 と指導謝 金の両方

4.

① クラブ会費 ・運営費 等か ら

② 体育協会 ・競技 団体か ら

③ 支援 ・後援 団体(PTA・ スポ

少育成 母集 団 ・企 業等)か ら

5.

① き まってい る

6.謝 金 は も らって いないが 、

ますか。

翻 →　 {

*上 記Q17の1で 「も らっている」 と答えた人は次 の2～5ま で答え て下

さい。「もらっていない」 と答 えた人は6に 答え て下 さい。

も らってい るとす れば1時 間当 りに換算すればそ れはい くらです か。

⑤1,000円 以 上 ～1,500円 未 満

⑥1,500円 以 上r-2,000円 未 満

⑦2,000円 以 上 ～2,500円 未 満

⑧2,500円 以上

③ 交通費のみ

④ その他(

その謝金は主にどこかからでますか。(主 な もの1つ だけを選ぶ)

④ 行政当局から

⑤ その他(

謝金の麦出については、何かのきまりできめられていますか。

② きまっていない ③ わからない

)

)

特に指導活動にいて考慮されているものがあ り

}
Q18.指 導にあた りその活動経費を支出することがありますか。

1,あ る2.な い

*「ある」 と答えた人は次の間に答えて下さい。

2.そ れはどれ くらいですか

① 謝金の うち一部を支出する ③ 謝金よりも支出することが多い

② 謝金とほぼ同額を支出する ④ もっぼら支出するだけ

Q19.あ なたはスポーッ指導員としての資格を有効に生かしていますか。該当するも

の1つ を選んで下 さい。

1.

① 大いに生かしている ③ 無効に等 しい

② あまり生かしていない ④ その他()
*上 記Q19で 「②あま り生かしていない」「③無効に等 しい」のいつれ

かに答えた人は次の間に答えて下さい。

2.そ の理由は何ですか。(主 な ものを1つ 選ぶ)

① 経済的に負担が多すぎる

② 時間的に負担が多すぎる

③ 身体的に負担が多すぎる

④ スポーッ指導員としての仕事が

はっきりしないので

⑤ 資格が必ずしも十分理解されてい

ない

⑥ 自分の技術が生かせない

⑦ その他()

Q20.日 本体育協会公認 のスポ ー ッ指導 員の資格取得 の効果につ いて、あなた に とっ

て資格 を取得 した ことが指導活動 上で効果が あ りま した か。

1.① あ った ② なか った
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2.上 記Q20で 「①あった」 と答えた人は、それはどんなことですか。(主 な

ものを1つ 選ぶ)

① 資質の向上に役立 った ④ 謝金が もらえるようになった

② 社会的に信頼が得られるように ⑤ スポーッ関係団体内での地位の向

なった 上に役立った

③ 指導を依頼されることが多くな ⑥ その他()

った

Q21,今 後、あなたがスポーツ指導員として指導活動してゆく場合に特に要望したい

ことがありますか。あればそれはどんなことですか。該当するもののすべての

番号にしるしをつけて下さい。

1.資 格認定制度の確立

2.報 酬基準の確立

3.指 導活動に必要な情報の提供

4.指 導活動に必要な研修会、講習会の開催

5.指 導者の相互連携をはかるための組織の確立

6.活 動に必要な施設の整備、確保

7.活 動に必要な用具のあ っせん

8.行 政当局の協力、援助

9.指 導活動の災害補償制度の確立

10.指 導活動についての親や地域の理解

11.ス ポー ッ指導員の指導活動範囲の明確化と位置づけ

12.ス ポーッ指導員 と各市町村教育委員会並びに 各種競技団体との相互協力、

調整をはかるための連絡機関の設立

13.そ の他()

Q22.あ なたがスポー ツ指導員の資格取得の経緯について次の中から該当するもの1

つを選んで下 さい。

1.地 域市町村体育協会 よりすいせんされて

2.地 域スポーツ振興会 よりすいせんされて

3.地 域市町村教育委員会よりすいせんされて

4.地 域市町村競技団体 よりすいせんされて

5.小 ・中 ・高体連よりすいせん されて

6.レ クリェーシ ョン関係団体 よりすいせんされて

7.会 社、その他職域関係よりすいせんされて

8.個 人で

9.そ の他()

1




